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［巻頭メッセージ］ 
「盗人の家」 

by エレミヤ 
 

＜神のことばと盗人の家＞ 
 

今回は、「盗人の家」という題で、メッセ

ージをしたいと思います。終末の日の教会は、

「盗人の家」になる、そしてそのために崩壊

する、ということを見ていきたいと思います。

このことをゼカリヤ書５章１節～１１節のテ

キストから見ていきたいと思います。順に見

ていきましょう。 

 

〔聖書箇所〕ゼカリヤ書 5:1,2 

5:1 私が再び目を上げて見ると、なんと、巻き物が

飛んでいた。 

5:2 彼は私に言った。「何を見ているのか。」私は

答えた。「飛んでいる巻き物を見ています。その長

さは二十キュビト、その幅は十キュビトです。」 

 

ここで突然のように、飛んでいる巻物が出

てきます。この巻物は何をあらわすのでしょ

うか？以下のことばから、それは、聖書のこ

とばを指す、という風に理解出来ます。 

 

 

〔聖書箇所〕エレミヤ書 36:4 

36:4 それでエレミヤは、ネリヤの子バルクを呼ん

だ。バルクはエレミヤの口述に従って、彼に語られ

た主のことばを、ことごとく巻き物に書きしるした。 

 

巻物には、主のことばが書き記されるので

す。すなわち、巻物とは、聖書であることが

分かるのです。次を見ましょう。 

 

〔聖書箇所〕ゼカリヤ書 5:3 

5:3 すると彼は、私に言った。「これは、全地の面

に出て行くのろいだ。盗む者はだれでも、これに照

らし合わせて取り除かれ、また、偽って誓う者はだ

れでも、これに照らし合わせて取り除かれる。」 

 

さて、ここでは巻物である聖書のある一面、

すなわち呪い、という面について書かれてい

ます。すなわち、神のことばである聖書は、

単なる書かれた書ということにとどまらず、

さらに呪い、という面があるのです。それは、

盗む者、偽って誓う者に罰をもたらす、とい

う面があるのです。そうです。神のことばと

は、実際に裁きや罰を下す、力ある存在なの

です。 

 

〔聖書箇所〕ゼカリヤ書 5:4 

5:4 「わたしが、それを出て行かせる。万軍の主の

御告げ。それは、盗人の家にはいり、また、わたし 
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の名を使って偽りの誓いを立てる者の家にはいり、

その家の真中にとどまり、その家を梁と石とともに

絶ち滅ぼす。」 

 
その神のことばによる裁き、罰について、

さらに記されています。それは、盗人の家に

入り、その家を絶ち滅ぼすことが描かれてい

るのです。どういう意味なのでしょう？それ

は、実際のお金や貴重品を盗む泥棒の家に関

しても語っているのでしょう。しかし、それ

と共に、たとえの意味合いもある、と思いま

す。主は、以下のようにたとえを用いて語る

お方です。それで、私たちはこの箇所のたと

えの意味合いをも、考えてみたいと思います。 

 

〔聖書箇所〕詩篇 78:2 

78:2 私は、口を開いて、たとえ話を語り、昔から

のなぞを物語ろう。 

 

＜盗人に関するたとえ＞ 
 

盗むとか盗人に関するたとえの意味合いは、

何でしょうか？以下のことばが参考になるで

しょうか。 

 

〔聖書箇所〕エレミヤ書 23:25-30 

23:25 「わたしの名によって偽りを預言する預言者

たちが、『私は夢を見た。夢を見た。』と言ったのを、

わたしは聞いた。 

23:26 いつまで偽りの預言が、あの預言者たちの

心にあるのだろうか。いつまで欺きの預言が、彼

らの心にあるのだろうか。 

23:27 彼らの先祖がバアルのためにわたしの名を

忘れたように、彼らはおのおの自分たちの夢を述

べ、わたしの民にわたしの名を忘れさせようと、た

くらんでいるのだろうか。 

23:28 夢を見る預言者は夢を述べるがよい。しか

し、わたしのことばを聞く者は、わたしのことばを

忠実に語らなければならない。麦はわらと何のか

かわりがあろうか。主の御告げ。 

23:29 わたしのことばは火のようではないか。また、

岩を砕く金槌のようではないか。主の御告げ。 

23:30 それゆえ、見よ、主の御告げ。わたしは、お

のおのわたしのことばを盗む預言者たちの敵とな

る。 

 

ここには、「おのおのわたしのことばを盗む預

言者たち」として、神のことばを盗む奉仕者に

対して、神が怒りをもっておられることが語

られています。彼らは、神のことばの働き人

でありながら、神の名によって、偽りを預言

する預言者たちなのです。ですので、盗むと

いうことに関するたとえの意味合いは、神の

ことばを盗む働き人に関する事柄だという風

に、理解出来ます。 

 

＜神のことばを盗む働き人＞ 

 
このこと、神のことばを盗む、という事柄

は、エレミヤの時だけではなく、主イエスの

時にも行われていました。そして、そうであ

るがゆえに、主は当時の神のことばの奉仕者

である、パリサイ人たちに関して、以下のよ

うに厳しい叱責を語っています。 

 
〔聖書箇所〕マタイの福音書 16:6,23:13 

16:6 イエスは彼らに言われた。「パリサイ人やサ

ドカイ人たちのパン種には注意して気をつけなさ

い。」 

23:13 しかし、忌わしいものだ。偽善の律法学者、

パリサイ人たち。あなたがたは、人々から天の御

国をさえぎっているのです。自分もはいらず、はい

ろうとしている人々をもはいらせないのです。 

 

 
飛んでいる巻物 
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当時の神のことばの教師である律法学者、

パリサイ人たちが、神のことばを盗み、誤っ

た教えを人々に語るゆえに、人々が天の御国

に入れないことが、ここで語られています。

このことを主は叱責されているのです。 

 

＜神の宮は盗人の巣になってしまった＞ 

 
そして、そうであるがゆえに、主は、神の

宮を盗人の巣にしてしまった人々に対して、

大きな怒りを燃やしました。以下のように書

かれています。 

 

〔聖書箇所〕マタイの福音書 21:12,13 

21:12 それから、イエスは宮にはいって、宮の中

で売り買いする者たちをみな追い出し、両替人の

台や、鳩を売る者たちの腰掛けを倒された。 

21:13 そして彼らに言われた。「『わたしの家は祈

りの家と呼ばれる。』と書いてある。それなのに、

あなたがたはそれを強盗の巣にしている。」 

 

主は、「神の宮を強盗（盗人）の巣にした」と、

叱責されています。盗人を非難しているので

す。しかし、不思議にもこの場面には、金を

盗む強盗も盗人も、誰一人登場していません。

牛や羊を売る者、両替人は登場していますが、

彼らは別に、泥棒を稼業にしているわけでは

ありません。また、銀行強盗もスリも万引き

をする人も、ここには一人も登場していませ

ん。主は、一体誰を盗人と非難しているので

しょう？ですので、ここで叱責されているの

は、お金や貴重品を盗む、盗人ではなく、神

のことばを盗む盗人であることが分かるので

す。 

 

＜盗人の家であるゆえに神の宮は崩壊する＞ 

 

さて、このように神のことばを盗む盗人の

巣になってしまったゆえに、神の宮は崩壊し

ます。以下のことばを見てください。 

 

〔聖書箇所〕マタイの福音書 24:1,2 

24:1 イエスが宮を出て行かれるとき、弟子たちが

近寄って来て、イエスに宮の建物をさし示した。 

24:2 そこで、イエスは彼らに答えて言われた。「こ

のすべての物に目をみはっているのでしょう。まこ

とに、あなたがたに告げます。ここでは、石がくず

されずに、積まれたまま残ることは決してありませ

ん。」 

 

この主の預言通り、ＡＤ７０年にエルサレ

ムの神の宮は、崩壊してしまいました。ロー

マのエルサレム攻撃の中で、宮の石が崩され、

崩壊してしまったのです。しかし、なぜ、エ

ルサレムの宮は崩壊してしまったのでしょ

う？その理由は、神のことばを盗む人々の行

いのゆえです。結果、冒頭のゼカリヤ書のこ

とば、「それは盗人の家にはいり・・・その家の真

中にとどまり、その家を梁と石とともに絶ち滅ぼ

す。」とのことばは、正確に成就したのです。 

 

律法学者やパリサイ人は、神の宮の中で、

神のことばを盗む教えを繰り広げており、神

の家は、強盗（盗人）の巣になってしまいま

した。それゆえ、上記ゼカリヤ書のことばが

成就し、この宮は、「梁と石とともに絶ち滅ぼさ

れて」しまったのです。 

 

＜終末の日に新約の神の家は崩壊する＞ 
 

さて、上記マタイ２４章の預言は、二重の

預言です。この宮の崩壊の預言は、終末の日

に再度成就します。以下のことばは、その日

を預言しているように思えます。 

 

〔聖書箇所〕Ⅱテサロニケ人への手紙 2:3,4 

2:3 だれにも、どのようにも、だまされないようにし

なさい。なぜなら、まず背教が起こり、不法の人、

すなわち滅びの子が現われなければ、主の日は

来ないからです。 

2:4 彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼拝さ

れるものに反抗し、その上に自分を高く上げ、神

の宮の中に座を設け、自分こそ神であると宣言し

ます。 

 

この箇所には、神の宮である教会が崩壊す

る日が描かれているように思えます。そのこ

とを見ましょう。 
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テキストでは、その日、まず、背教が起き

ると書かれています。背教とは、教会が、そ

のキリストの教えから離れていくことを、意

味します。その背教の結果、神の宮の土台で

ある使徒、預言者の教えが不要な石として、

教会から取り除かれていきます。また、隅の

かしら石である、キリストの教えさえ、取り

除かれていくのです。 

 

そして、キリストを教会の神の座から追放

し、追い出した背教の教会は、 後には、不

法の人、すなわち反キリストを教会の神とし

て、受け入れるようになります。それが、「そ

の上に自分を高く上げ、神の宮の中に座を設け、

自分こそ神であると宣言します。」とのことばの

意味合いです。 

 

＜新約の教会は神のことばを盗むゆえに崩

壊する＞ 
 

黙示録によるなら、終末の日の教会は、獣

の国の横暴の中で崩壊するようになります。

しかし、なぜ、神の家である教会にそのよう

な崩壊が起きるのでしょうか？許されるので

しょうか？その理由は、冒頭のゼカリヤ書の

テキストの通り、教会が盗人の家になってし

まうからです。それゆえ、「盗人の家にはい

り・・・その家の真中にとどまり、その家を梁と石と

ともに絶ち滅ぼす。」とのゼカリヤ書のことばが

成就し、新約の神の家である教会は、その土

台石である使徒、預言者、キリストの教えさ

え、取り除かれ、崩壊するのです。 

 

＜シヌアルの神殿＞ 
 

さて、冒頭のゼカリヤ書のテキストの続き

を見ていきましょう。 

 

〔聖書箇所〕ゼカリヤ書 5:5,6 

5:5 私と話していた御使いが出て来て、私に言っ

た。「目を上げて、この出て行く物が何かを見よ。」 

5:6 私が、「それは何ですか。」と尋ねると、彼は

言った。「これは、出て行くエパ枡だ。」そして言っ

た。「これは、全地にある彼らの罪だ。」 

 

「エパ枡」とは、以下の記述から分かりますよ

うに、麦に関する枡であり、それは、命のパ

ン、みことばに関する事柄です。 

 

〔聖書箇所〕民数記 28:5 

28:5 穀物のささげ物としては、上質のオリーブ油

四分の一ヒンを混ぜた小麦粉十分の一エパとす

る。 

 

ですので、ここでは、みことばに関する罪

について語られているのです。 

 

〔聖書箇所〕ゼカリヤ書 5:7,8 

5:7 見よ。鉛のふたが持ち上げられ、エパ枡の中

にひとりの女がすわっていた。 

5:8 彼は、「これは罪悪だ。」と言って、その女をエ

パ枡の中に閉じ込め、その口の上に鉛の重しをか

ぶせた。 

 

エパ枡の中に、女が閉じ込められているこ

とが、描かれています。女は教会のたとえで

あり、みことばに関して、罪を犯す教会につ

いて、書かれているのです。 

 

〔聖書箇所〕ゼカリヤ書 5:9 

5:9 それから、私が目を上げて見ると、なんと、ふ

たりの女が出て来た。その翼は風をはらんでいた。

彼女たちには、こうのとりの翼のような翼があり、

彼女たちは、あのエパ枡を地と天との間に持ち上

げた。 

 

「こうのとり」は、以下の記述から、汚れた鳥

であることが分かります。 

 

〔聖書箇所〕レビ記 11:13,19 

11:13 また、鳥のうちで次のものを忌むべきものと

しなければならない。これらは忌むべきもので、食

べてはならない。すなわち、はげわし、はげたか、

黒はげたか、、 

11:19 こうのとり、さぎの類、やつがしら、こうもり

などである。 
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鳥は霊のたとえです。したがって、この女、

教会は、みことばに関する罪を犯し、なおか

つ悪霊を下す教会であることが分かります。

この女、教会とは、具体的には何を表すので

しょうか？ 

 

〔聖書箇所〕ゼカリヤ書 5:10,11 

5:10 そこで私は、私と話していた御使いに尋ねた。

「あの者たちは、エパ枡をどこへ持って行くのです

か。」 

5:11 彼は私に言った。「シヌアルの地で、あの女

のために神殿を建てる。それが整うと、そこの台

の上に安置するためだ。」 

 

その女、教会の神殿がある地は、シヌアル

であることが書かれています。シヌアルとは、

どの場所を指すのでしょうか？以下の記述か

ら分かります。 

 

〔聖書箇所〕ダニエル書 1:1,2 

1:1 ユダの王エホヤキムの治世の第三年に、バビ

ロンの王ネブカデネザルがエルサレムに来て、こ

れを包囲した。 

1:2 主がユダの王エホヤキムと神の宮の器具の

一部とを彼の手に渡されたので、彼はそれをシヌ

アルの地にある彼の神の宮に持ち帰り、その器具

を彼の神の宝物倉に納めた。 

 

「シヌアル」とは、他でもないバビロンの地な

のです。バビロンの神殿のある場所なのです。 

 

ですので、このことが分かります。このゼ

カリヤ書で書かれている女とは、すなわち、

黙示録に登場する、以下の淫婦バビロンと、

同じ存在なのです。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの黙示録 18:2 

18:2 彼は力強い声で叫んで言った。「倒れた。大

バビロンが倒れた。そして、悪霊の住まい、あらゆ

る汚れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、憎むべ

き鳥どもの巣くつとなった。 

 

この箇所では、バビロン、すなわち背教の

教会が倒れることが描かれています。なぜ、

この教会が倒れるのか？その理由は、先ほど

から語っていますように、みことばを盗むゆ

えなのです。このゼカリヤ書のテキストの語

ることの意味合いは、すなわち黙示録の淫婦

バビロンに関する、さらなる説明です。淫婦

バビロン、すなわちアメリカのキリスト教会

とは、みことばを盗む教会であり、また、み

ことばに罪を持ち込む教会である、さらに、

こうのとりで表されていますように、汚れた

霊を拝する教会であることが、ここで語られ

ているのです。 

 

＜現代の教会には神のことばを盗む教理が

横行している＞ 
 

そのようなわけで、バビロン、アメリカの

キリスト教会の教えを拝し、神のことばを盗

むゆえに、終末の日に、全世界のキリスト教

会が、崩壊する日が到来することが、このよ

うに預言されているのです。それでは、この

ような日を前に、私たちはどうすれば良いの

でしょうか？ 

 

なすべきことは自明です。神が怒りを燃や

す、あらゆる盗人の教えを、捨て去るべきな

のです。神のことばを盗んだ教えとは？具体

的には、神のことばを盗み、捻じ曲げ、艱難

には会わないとする、艱難前携挙説、二段階

携挙説などです。これらの盗人、盗みのゆえ

に、神の怒りは教会に対して積み上げられて

いる、このことを知りましょう。 

 

 
エパ枡の中に座す女 
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 今回は、２０１３年８月に、日曜日の礼拝

で、エレミヤ牧師がメッセージされていたこ

とを、紹介させていただきたいと思います。

聖書箇所は、詩篇２０篇です。以下、エレミ

ヤ牧師によるメッセージです。 

 

20:1 苦難の日に主があなたにお答えになります

ように。ヤコブの神の名が、あなたを高く上げます

ように。 

 

「神の名が、あなたを高く上げますよう

に。」のところは、ＫＪＶ訳で、「神の名が

あなたを守るように。」とあります。このこ

とは、神の名が私たちを守ってくださる、と

いうことを言われています。 

 

「神の名」が入っているときに、助けになり

ます。神が任命したら、必要に応じて助けが

与えられます。 

 

そして、そのことを期待して、信じていきた

いと思います。その時々の神の守りがありま

す。そうなんです。神の名に効果があり、守

りがあります。 

 

20:2 主が聖所から、あなたに助けを送り、シオン

から、あなたをささえられますように。 

 

正しく神の働きをしているなら、不思議な神

の助けがある、ということを言われています。 

 

20:3 あなたの穀物のささげ物をすべて心に留め、

あなたの全焼のいけにえを受け入れてくださいま

すように。セラ 

 

神の働きをしていくときに、ささげ物を受け

入れてもらえます。「穀物のささげ物」は、

「メッセージ」のことを、「いけにえ」は、

「奉仕」のことを言われています。 

 

そして、空手で神の前に出るより、ささげ物

を持っていったほうが喜ばれる、ということ

を語っています。ですので、率先して奉仕を

行っていきたいと思います。 

 

ただし、ささげ物を持って行っても、受け入

れてもらえないささげ物があります。たとえ

ば、カインのささげ物は受け入れてもらえま

せんでした。しかし、一方、アベルのささげ

物は受け入れてもらえました。 

 

つまり、カイン型のクリスチャンと、アベル

型のクリスチャンがいる、ということを一面

言えるのですが、ぜひ、アベル型を目指して

いきたいと思います。 

 

はじめはカイン型だったとしても、正しく歩

んでいく中でアベル型に変えられていきます。

もし、カイン型だったらどこかで変えられな

ければいけません。 

 

そして、奉仕は個人の歩みと密接に関係しま

す。歩みが正しいときに、神に受け入れられ

ていきます。 

 

ですので、ささげ物を心に留めていただける

ようになって、恵みに入っていきたいと思い

ます。神に、心に留められない奉仕がありま

すが、しかし、悲観的にならずに、どこかで

変えられていくようにしていきたいと思いま

す。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

20:4 主があなたの願いどおりにしてくださいます

ように。あなたのすべてのはかりごとを遂げさせて

くださいますように。 

 
「主があなたの願いどおりにしてくださいま

すように。」のところは、ＫＪＶ訳では、

「主があなたの心にしたがい、許してくださ

いますように。」と書かれています。 

 
このことは・・・私たちの心がどうか？によ

って、ある時は聞いてくださり、ある時は聞

いてくださらない、ということを言われてい

ます。 

 
もし、自分の欲望を満たすためのものなら、

聞いてもらえませんが、しかし、真の心が主

にかなっているなら、大変なことでも聞かれ

る、ということを語っています。 

 
ゆえに、きちんとした心に従っていきたいと

思います。 

 
20:5 私たちは、あなたの勝利を喜び歌いましょう。

私たちの神の御名により旗を高く掲げましょう。主

があなたの願いのすべてを遂げさせてくださいま

すように。 

20:6 今こそ、私は知る。主は、油をそそがれた者

を、お救いになる。主は、右の手の救いの力をも

って聖なる天から、お答えになる。 

20:7 ある者はいくさ車を誇り、ある者は馬を誇る。

しかし、私たちは私たちの神、主の御名を誇ろう。 

20:8 彼らは、ひざをつき、そして倒れた。しかし、

私たちは、立ち上がり、まっすぐに立った。 

20:9 主よ。王をお救いください。私たちが呼ぶとき

に私たちに答えてください。 

 
「油をそそがれた者」とは、第一義的には

「キリスト」のことを言われています。そし

て聖霊の油を注がれたクリスチャンのことも

指します。 

このことは、神から与えられた油がとどまっ

ているかどうか？ということを言われていま

す。そうだとしたら、主からの助けが期待出

来る、ということです。 

 
ゆえに、聖霊の油がとどまるように祈り求め

ていきたいと思います。お祈りを通して、油

が注がれていくからです。そして、祈ってい

くときに、主からの色々な方法で助けが与え

られます。 

 
また、神が不思議な解決を与えてくださいま

す。ですので、問題や困難があっても、祈り

求めていきたいと思います。 

 

 以上のことをエレミヤ牧師がメッセージさ

れておりました。よろしければ、このような

こともご理解いただけましたら、幸いに思い

ます。いつも大事なことを語ってくださる神

さまに、栄光と誉れがありますように。感謝

致します。 

 

 
羊の初子の中から 良のものを捧げて、 

神さまに喜ばれた弟アベル 
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●エレミヤの新刊 「天皇家は万世一系のダビデ王朝の末裔である！」 
 

 
 

 

 

 

 
 

------------------------------------------------------------------------------------------------

●レムナントキリスト教会「日曜礼拝」のご案内 
 

曜日/時間:毎週日曜日 午前 10:30－12:30 

午後 14:00－16:00 

場所:東京都京王線府中駅前、府中グリーンプラザ本館 

（tel:042－360－3311） 

１Ｆのエレベーター脇の部屋表示板で、 

「レムナントキリスト教会」の部屋をご確認ください。 

どなたでも来会歓迎、入場無料です。 
 

礼拝場所のＵＲＬ: http://www.fuchu－cpf.or.jp/green/access/map_02.html 
 

★教会のＨＰもあります。 

ご興味のある方は、“Yahoo！Japan”で、「府中 レムナントキリスト教会」で検索ください。 

尚、レムナントキリスト教会はプロテスタントの教会です。ものみの塔や統一教会とは関係ありません。 
 

☆クリスチャンの方におすすめのサイト:エレミヤの部屋 

http://www.geocities.co.jp/Technopolis/6810/ 
☆クリスチャン向けへのブログサイト:終末の風 

http://whattopics.at.webry.info/ 
☆クリスチャンになったばかりの方やノンクリスチャンの方におすすめのサイト:オリーブ＆ミルトス

http://remnantnotudoi.jimdo.com/ 
☆ノンクリスチャン向けへのブログサイト:パンの家 

http://87494333.at.webry.info/ 

定価:\1,500＋消費税 ※注文を御希望の方は、以下へご連絡下さい。 

警告の角笛出版 tel:042－364－2327 fax:020－4623－5255 

mail:truth216@nifty.com 


